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災
害
後
の
保
健
活
動
に

お
け
る
現
状
と
課
題

【
は
じ
め
に
】

全
国
保
健
師
長
会
福
島
支
部
で
は
、

平
成
28
年
度
東
日
本
大
震
災
お
よ
び
東

京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故

に
よ
っ
て
大
規
模
な
被
害
に
見
舞
わ
れ

た
被
災
３
県
42
市
町
村
の
保
健
師
を
対

象
と
し
、
保
健
活
動
の
現
状
お
よ
び
理

想
と
す
る
保
健
活
動
お
よ
び
そ
の

ギ
ャ
ッ
プ
、
職
務
満
足
感
を
も
た
ら
し

て
い
る
要
因
、
被
災
市
町
村
の
ニ
ー
ズ

に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま

し
た
。
今
年
度
は
、
そ
の
結
果
を
踏
ま

え
、
被
災
３
県
の
保
健
師
が
求
め
る
具

体
的
な
支
援
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
行
い
ま
し
た
。

【
研
究
方
法
】

対
象
者
：
28
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回

答
の
あ
っ
た
32
市
町
村
の
う
ち
、
イ
ン

ま
し
た
。

【
結
果
】

　

震
災
後
の
厳
し
い
保
健
活
動
が
強
い

ら
れ
る
中
、
保
健
師
と
し
て
の
職
務
満

足
感
を
も
た
ら
す
も
の
、
保
健
活
動
を

支
え
る
た
め
に
必
要
な
支
援
に
つ
い
て

は
以
下
の
通
り
で
し
た
。

①�「
統
括
保
健
師
の
役
割
」：
若
手
保

健
師
の
訴
え
を
受
け
止
め
、
横
断
的

に
各
保
健
師
の
状
況
を
見
極
め
な
が

ら
調
整
力
を
発
揮
す
る
役
割
。

②�「
人
材
育
成
」：
育
成
の
手
法
と
し

て
Ｏ
Ｊ
Ｔ
、
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
の
他
、
異
世
代
や
多
職
種
で
意
見

交
換
を
し
つ
つ
、
ケ
ー
ス
の
理
解
を

深
め
る
事
例
検
討
の
定
例
開
催
が

ケ
ー
ス
の
抱
え
込
み
や
孤
立
防
止
に

な
る
。

③�「
保
健
師
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」：
保
健
活
動
上
の
課
題
や
、
保

健
師
間
の
課
題
の
共
有
、
情
報
交
換

は
保
健
師
の
活
動
へ
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
向
上
に
つ
な
が
る
。

④�「
保
健
師
の
使
命
感
」：
保
健
師
魂

の
伝
承
は
地
域
の
中
で
若
い
保
健
師

を
育
て
る
こ
と
が
重
要
で
、
地
域
住

民
か
ら
の
期
待
を
感
じ
た
り
、
保
健

師
同
士
の
一
体
感
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
向
上
に
よ
っ
て
使
命
感
が
育

つ
。

⑤�「
支
援
・
受
援
体
制
」：
小
規
模
の

自
治
体
に
お
い
て
は
人
材
育
成
の
研

修
開
催
は
困
難
。
県
、
保
健
所
の
支

援
が
必
要
。
地
域
の
分
析
、
活
動
の

方
向
性
へ
の
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ズ
が
求

め
ら
れ
る
。

⑥�「
保
健
師
の
配
置
」：
年
齢
、
経
験

年
数
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
職
員
配

置
、
分
散
配
置
し
た
場
合
の
横
断
的

な
連
携
体
制
の
確
保
が
重
要
。

【
ま
と
め
】

　

保
健
活
動
の
根
幹
は
、
平
常
時
か
ら

住
民
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
や
、
地
域

を
見
る
目
や
健
康
課
題
へ
の
気
付
き
が

タ
ビ
ュ
ー
の
同
意
が
得
ら
れ
た
各
県
１

市
、
１
町
の
統
括
保
健
師
ら
を
対
象
と

し
ま
し
た
。

実　

施
：
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
お
の
お

の
の
職
場
に
赴
き
、
以
下
の
２
項
目
を

聴
取
し
ま
し
た
。

①�

過
去
１
年
間
に
若
手
保
健
師（
採
用

10
年
未
満
）か
ら
統
括
保
健
師
に
相

談
の
あ
っ
た
内
容
と
そ
の
対
応
。

②�

統
括
保
健
師
の
立
場
か
ら
、
自
治
体

の
保
健
活
動
で
推
進
す
べ
き
こ
と
は

何
か
、で
き
て
い
な
い
と
し
た
場
合
、

今
後
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

は
何
か
。

分　

析
：
質
的
デ
ー
タ
解
析
法
の
Ｓ
Ｃ

Ａ
Ｔ
を
用
い
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

内
容
を
セ
グ
メ
ン
ト
化
し
、
①
着
目
す

る
語
句
の
抽
出　

②
言
い
換
え　

③
説

明
す
る
た
め
の
語
句　

④
浮
き
上
が
る

テ
ー
マ
・
構
成
概
念
︱
を
リ
ス
ト
化
し

た
後
、
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
を
作
成
し

て
全
市
町
村
に
共
通
し
た
理
論
を
導
き

重
要
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
円
滑
に
で
き

る
よ
う
、
統
括
保
健
師
を
明
確
に
位
置

付
け
、
職
場
内
連
携
や
人
材
育
成
を
適

切
に
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

改
め
て
確
認
し
ま
し
た
。

（
文
責
＝
全
国
保
健
師
長
会
福
島
県
支
部

研
究
統
括
者　

中
島
誠
子
）

平
成
28
年
の
熊
本
地
震

そ
の
後
の
保
健
活
動

平
成
28
年
４
月
、
最
大
震
度
７
の
大

地
震
が
前
震
・
本
震
と
短
期
間
に
２
度

発
生
し
、
熊
本
県
内
全
域
に
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
震
災
か
ら
２

年
が
経
過
し
た
今
、
住
ま
い
を
再
建
さ

れ
た
方
が
い
る
一
方
、
い
ま
だ
に
仮
設

住
宅
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
方
も
多
く
お
ら
れ
ま
す
。

今
回
は
、
仮
設
住
宅
に
入
居
さ
れ
た

方
へ
の
支
援
の
状
況
と
被
災
者
支
援
で

感
じ
た
こ
と
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

■�

被
災
者
支
援
の
核
と
な
る

地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー

仮
設
住
宅
で
生
活
す
る
方
の
う
ち
65

歳
以
上
の
方
は
３
割
を
超
え
、
慣
れ
な

い
環
境
で
の
生
活
は
心
身
の
健
康
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
平
成
28
年
11
月

に
各
区
役
所
に
地
域
支
え
合
い
セ
ン

タ
ー（
以
下
、「
セ
ン
タ
ー
」と
い
う
）を

は
、
こ
の
震
災
を
通
し
、
子
ど
も
の
学

校
の
問
題
や
、
ひ
き
こ
も
り
、
就
職
問

題
、
障
が
い
者
や
高
齢
者
が
抱
え
る
問

題
、
生
活
困
窮
な
ど
、
人
々
が
生
活
し

て
い
く
中
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
向

き
合
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
、
暮
ら
し
方
も
問
題
に

対
す
る
考
え
方
も
違
っ
て
お
り
、
ま
ず

は
そ
の
個
人
、
そ
の
家
族
が
ど
の
よ
う

に
考
え
、
ど
う
い
う
暮
ら
し
を
し
て
い

き
た
い
の
か
一
緒
に
整
理
し
、
個
々
人

の
力
を
信
じ
、
伴
走
し
て
い
く
こ
と
が

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、

セ
ン
タ
ー
職
員
だ
け
で
な
く
、
関
係
課

や
地
域
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
め

た
関
係
者
の
協
力
が
不
可
欠
で
、
チ
ー

ム
で
関
わ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て

感
じ
て
い
ま
す
。

■
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行

セ
ン
タ
ー
は
、
被
災
者
支
援
の
た
め

に
設
置
し
た
時
限
的
な
部
署
で
あ
り
、

今
後
は
、
保
健
福
祉
部
門
や
ま
ち
づ
く

り
部
門
、
住
宅
部
門
等
の
事
業
の
中
で

支
援
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ

れ
ら
の
事
業
に
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
関

係
者
と
共
に
切
れ
目
の
な
い
支
援
が
で

き
る
よ
う
、
市
全
体
で
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

（
文
責
＝
熊
本
市
政
策
局
復
興
総
室

技
術
主
幹　

竹
内
弘
子
）

設
置
。
被
災
し
建
て
替
え
を
す
る
こ
と

に
な
っ
た
市
民
病
院
の
看
護
師
の
応
援

を
受
け
、
仮
設
住
宅
入
居
者
の
健
康
状

態
や
困
り
事
等
の
聞
き
取
り
調
査
、
必

要
に
応
じ
た
保
健
指
導
や
、介
護
保
険
・

各
種
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
へ
の
つ
な
ぎ

等
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
保
健
師
を
１
名
ず

つ
配
置
し
、
看
護
師
の
指
導
や
関
係
機

関
と
の
調
整
、
複
合
的
な
問
題
を
抱
え

る
世
帯
の
訪
問
に
よ
る
支
援
等
を
担
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、借
上
型
仮
設
住
宅（
以
下
、「
み

な
し
仮
設
」と
い
う
）の
入
居
者
は
、
建

設
型
仮
設
住
宅（
プ
レ
ハ
ブ
仮
設
）に
比

べ
、
情
報
や
支
援
が
届
き
に
く
く
、
孤

立
し
や
す
い
こ
と
か
ら
、
み
な
し
仮
設

入
居
者
の
交
流
会
を
企
画
、
開
催
。
地

域
住
民
と
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る
た

め
、
自
治
会
長
や
民
生
委
員
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
に
も
参
画
し
て
も
ら
い
な
が

ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
健
康
問
題
へ
の
対
応
に
加

え
、
住
ま
い
の
再
建
に
向
け
た
意
向
や
課

題
等
の
意
見
も
聴
取
し
、
情
報
提
供
や
関

係
部
署
の
紹
介
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
被
災
者
支
援
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と

こ
れ
ま
で
地
域
担
当
保
健
師
の
関
わ

り
が
な
か
っ
た
方
の
中
に
も
、
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
を
抱
え
生
活
し
て
い
る
方
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
の
職
員

全
国
保
健
師
長
会

会
員
数
の
動
向

平
成
30
年
８
月
14
日
現
在
の
保
健
師

長
会
の
会
員
数
は
５
５
１
０
人
で
、
前

年
度
比
で
29
人
増
と
な
り
ま
し
た
。
微

増
で
は
あ
り
ま
す
が
、
年
々
会
員
数
が

増
え
て
い
ま
す
。
各
部
会
会
員
数
の
割

合
は
、
都
道
府
県
部
会
31
・
８
％
、
政

令
指
定
都
市
等
部
会
34
・
０
％
、
市
町

村
部
会
34
・
２
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
全
国
保
健
師
長
会
が
発
足

し
て
40
周
年
で
す
。
こ
れ
を
記
念
し
て

「
未
来
を
創
造
す
る
公
衆
衛
生
看
護
活

動
の
展
開
～
み
る
・
つ
な
ぐ
・
動
か
す

～
保
健
師
の
原
点
か
ら
住
民
と
と
も
に

創
る
未
来
」を
テ
ー
マ
に
、
キ
ッ
ク
オ

フ
講
演
会
、
各
種
研
修
会
、
記
念
誌
発

行
、
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
等
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
記
念
事
業
は
、
会

員
の
み
な
ら
ず
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
保

健
師
に
も
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
各
自
治
体

や
保
健
医
療
関
係
者
の
皆
さ
ま
か
ら
の

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、「
全
国
保
健
師
長
会　

入
会
の

ご
案
内
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
５
月
に
更

新
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ

き
、
ご
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
文
責
＝
広
報
委
員
）

全
国

保
健
師
長
会

だ
よ
り
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全
国
保
健
師
長
会
　
会
長

青
柳 

玲
子

平
成
29
年
度

全
国
保
健
師
長
会 

被
災
地
の
保
健
活
動
に
つ
い
て


